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秋の火災予防運動

１１９番の日
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（日）

（火）

～１３日（土）
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消防マメ知識

り嘸淑1/
　1584年（天正12年）今から４１５年前、

「小牧の戦い」のとき、家康の本拠であっ

た岡崎城を守った武将本田作左衛門重次が

国元の妻に送った手紙に次のように書かれ

ていました。
歴史上最初に登場した火災予防の標語とさ

れています。

「一篇啓よ　　宍の暗晦

　おせん猿かすな馬肥やせ」

※「家業を怠らず、子供を泣かせる
　ことなく火の用心をしっかり鏑む」
　という童味です．
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電
気
製
品
は
、
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
て
お
く
だ
け
で
も
電
気
を
消
耗
し
ま

す
。
必
要
の
な
い
時
は
、
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
け
な
い
も
の
で
も
主
電
源
を
切
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
具
の
設
定
温
度
を
２
℃
下
げ
て
省
エ
ネ
を
！

コこ/□5531

○
冷
蔵
庫
な
ど
の
常
時
差
し

　
込
ん
で
い
る
プ
ラ
グ
は
、

　
定
期
に
抜
い
て
掃
除
す
る

○
プ
ラ
グ
や
コ
ー
ド
に

　
は
、
衣
類
な
ど
を
　
　
。
、

　
か
ぶ
せ
な
い
。

○
コ
ー
ド
の
被
覆
や
芯
線
が
損
傷
し
て
な

　
い
か
点
検
す
る
。

○
コ
ー
ド
を
束
ね
た
り
、
ね
じ
れ
た
状
態

　
で
使
用
し
な
い
。

○
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
ド
を
柱
な
ど
に
ス
テ
ッ

　
プ
ル
で
固
定
し
な
い
。

○
許
容
量
以
上
の
タ
コ
足
配
線
を
し
な
ヽ
い
。

　
暖
房
設
備
を
必
要
と
す
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。

使
用
前
の
点
検
と
火
を
使
用
す
る
器
具
な
ど
の

周
辺
環
境
に
も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、
灯
油
の
保
管
取
扱
に
も
注
意
し
ま

○
抜
く
と
き
は
、

　
抜
く
。

プ
ラ
グ
本
体
を
持
っ

て

電
気
火

　
　
ポ

災
を
防
ぐ

　
イ
　
ン
　
ト

秋め火災吊輪迫間
１１月７日（日）早朝　　　　　　　-･｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■Ｓ消防団による駆け付け訓練　　　　　　‾

　Ｏ花　輪：大曲　　　　　　　　　　　、１

　　ＪＡかづの集約農業倉庫

　○八幡平：小山

　　ジュポンかづの　　｡｡｡　　‥‥‥‥’I
　　　　　　　　　　　･･一匹薩｡冒嘸………’………
　○小　坂：当日発表

※住民防火運動　○花　輪：舟場地区

　　　　　　　　　○十和田：沢尻地区

　　　　　　　　　○小　坂：大地地区

　、。　火災予防運動期間中、各地区のサイレン
《注息》及び警鐘が朝夕の七時に鳴ります。
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３希ん町団

生徒と一緒に覚えた人工呼吸で
　　　　　　　孫娘を裁うことＺ

救
命
体
験
談

　
２
歳
に
な
る
孫
娘
が
誤
っ
て
自
宅

裏
の
用
水
路
に
落
ち
て
流
さ
れ
た
。

急
ぎ
駆
け
付
け
、
流
さ
れ
た
孫
を
必

死
で
追
う
私
の
頭
の
中
に
あ
る
言

葉
が
鮮
明
に
繰
り
返
さ
れ
る
。
　
　

｀

　
「
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
手

当
が
生
死
を
決
め
る
。
」

そ
れ
は
、
中
学
校
で
の
心
肺
蘇
生
法

の
講
習
会
で
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
学

ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
下
流
で
近
所
の
お
ぱ
さ
ん
に
救
い

上
げ
ら
れ
た
孫
を
腕
に
し
た
時
、

　
「
何
と
し
て
も
助
け
た
い
。
」

と
の
思
い
で
、
手
当
を
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
、
し
な
い
ほ
う
が
い
い
の
か
な

ど
考
え
て
い
る
暇
は
な
か
っ
た
。

　
孫
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
、
あ

の
講
習
会
で
の
教
え
に
深
く
感
謝

　
　
　
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
　
　
北
秋
田
郡
鷹
巣
町
在
住
　
　
一

／
ト
に
□
目
一
　
Ｊ
・
Ｎ
さ
ん
談

★
団
体
申
し
込
み

　
町
内
会
・
事
業
所
・
サ
ー
ク
ル
・
そ
の

　
。
（
何
人
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

○
希
望
す
る
時
間
で
実
施
し
ま
す
。

０
３
時
間
の
講
習
。
（
普
通
救
命
講
習
）

０
３
時
間
未
満
で
も
Ｏ
Ｋ
。
（
一
般
講
習
）

★
定
期
講
習
（
一
人
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
）

　
十
和
田
分
署
…
毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

　
小
坂
分
署
：
…
毎
月
第
三
日
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

連

肩やひじは三角巾で

体にしぱって固定する。

③固定する

額?μJW

①安静にする②冷やす
部を動かさない　副木の準備ができる

にして楽な姿勢を　までの間は冷やす。
せる。

臼
う
ら

脱
よ
と

※
安
易
に
整
復
を
試

　
み
る
の
は
禁
物
。

　
血
管
や
神
経
を
傷
め

　
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
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鹿
角
市
消
防
団
で
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

「
鹿
角
市
消
防
団
協
力
員
」
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
の
遠
距
離
通
勤
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
に
伴

い
、
災
害
時
の
団
員
不
在
を
補
充
す
る
た
め
元
消
防
団

員
が
、
長
年
培
っ
た
消
防
に
関
す
る
知
識
や
技
能
、
経

験
を
活
用
し
、
消
防
団
の
行
う
消
防
活
動
を
支
援
し
て

い
た
だ
く
「
鹿
角
市
消
防
団
協
力
員
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
は
、
七
五
名
の
方
々
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
目
　
　
的
・
消
防
団
員
の
減
少
、
昼
間
の
団
員
不
在

　
　
　
　
　
　
を
補
う
（
初
動
態
勢
の
確
保
）

　
活
動
範
囲
・
原
則
と
し
て
地
域
内
の
み
協
力
員

　
　
　
　
　
・
鹿
角
市
内
に
居
住
し
、
原
則
と
し
て

　
　
　
　
　
　
七
〇
歳
ま
で
の
鹿
角
市
消
防
団
退
職
者

　
　
　
　
　
・
協
力
員
へ
の
報
酬
は
、
無
報
酬

　
活
動
時
の
補
償

　
　
　
　
　
・
「
秋
田
県
市
町
村
議
会
議
員
、
消
防
団

　
　
　
　
　
　
員
等
公
務
災
害
補
償
組
合
」
の
運
用

☆
協
力
員
の
窓
口
及
び
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
消
防
本
部
総
務
課
又
は
、
地
元
消
防
団

ら ゝ

一般電話・ＰＨＳからの通報

＜救急の場合＞

１．急病のとき　容態はどうなのか

　　　　　　　　通院先はどこか

　　事故のとき　どういう事故なのか

　　　　　　　　容態はどうなのか

２．場所はどこか

３．男性か女性か

４．何歳か　名前は？

５．あなたの名前と口９番通報

＜火災の場合＞

１．場所はどこなのか

２．何が燃えているのか

３．目標となる建物などがあるときは

　　その建物などの名称など

４．あなたの名前

５．１１９番通報している電話の

　　電話番号

※逃げ遅れ者がいるかどうか

している電話の電話番号

携帯電話からの通報

携帯電話からの通報は、一般電話

とちがい、いったん大館広域消防

本部の１１９番受付につながりま

す。市町村名からはっきりと伝

えてください。その後鹿角広域消

防署の１１９番受付につながりま

す。あとは、一般電話で通報する

ときと同じ要領です。

通報後は、携帯電話の電源を切ら

ないでください。折り返し電話す

る場合があります。

※電波の弱いところでは、途中で

会話が切れることがあります。

　通報の際は、十分注意してくだ

さい。
- -

　消防に関するお問い合わせ

消防本部･消防署
m仁昌ム

十和田分署電話３５‾２００６

　　　　　　　　ＦＡＸ ３５－２００７

小　坂　分　暑電話２９‾２
１１９

　　　　　　　　ＦＡＸ ２９－３７３１

八幡平分駐所篭話３４－２２２９

使
用
例

－ － 一 一 一 一

高楊程のジャッキアップが可能で、隙間約3cmから使用可能。

最大約30cmの高さまで持ち上げることができます。

空気を使用しているため持ち上げ対象物を傷めることなく、安全

に素早くジャッキアップすることができます。

特　微

使用例：　トラックなどの大型車両の横転復旧、救助作業。

　　　　　　電車、貨車脱線時の復旧、救助作業など幅広く使用できます。

　　　　　　　(写真参照)

　
去
る
九
月
三
日
、
第
三
十
六
回
秋
田
県
消

防
操
法
大
会
が
岩
城
町
の
秋
田
県
消
防
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
総
　
合
　
　
の
　
部
　
・

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

二
第
三
十
六
回
　

・
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
成
績
づ
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鹿
角
支
部
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
消
防

団
員
が
日
頃
の
訓
練
成
果
を
十
分
発
揮
し

健
闘
し
ま
し
た
。

　
　
尾
去
沢
第
一
分
団
第
一
部

○
ポ
ン
プ
車
の
部

　
　
十
和
田
錦
木
第
一
分
団
第
一

部

三
位

・
三
位

こ
ハ
位

● 「
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